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2021中期経営計画の振り返り
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数値目標

▮新型コロナウイルス拡大や原材料価格の高騰などの激しい外部環境の変化により、売上・利益とも
に目標未達

基本方針

項 目
2021年度
目標

2021年度
実績

売上高 百万円 70,800 62,785

営業利益 百万円 4,600 3,212

営業利益率 % 6.5 5.1

海外売上高比率 % 41.0 33.0

設備投資 百万円 10,000* 7,457*

自己資本比率 % 58.0 53.6

ROA
（営業利益ベース）

% 8.0 5.3

有利子負債 百万円 5,000 5,075

*2019～2021年度3年間累計

方 針 成 果 反 省

海外拠点の
安定的成長

• 収益性の改善

• コロナ禍による需要
減やLME高騰などへ
の対応力

• 新拠点立上げ

次世代電池を含む
新商品開発を通じた

ビジネス創出

• リチウムイオン電池の
事業承継による
量産化

• コストトレンドを
見越した製品の開発

基幹事業としての
鉛蓄電池事業の
収益向上

• バイポーラ型
鉛蓄電池の開発

• 原価低減活動の
推進

人材育成による
革新力の蓄積

• 人事評価制度の
見直し

• 研修制度の強化

• 人材強化につながる
給与体系の改革



2021中期経営計画における主な成果
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▮ドローン・ロボット市場を狙いリチウム電池事業を獲得、また、再エネ市場にむけたバイポーラ電池の
開発など将来への布石を打った

■リチウムイオン電池の事業化

リチウムイオン電池の生産を行う富山工場（富山県富山市）

• マクセル株式会社より、積層ラミネート型リチウムイオン
電池事業を承継
（2021年4月1日リリース）

• 開発した高性能品を武器に、ドローン・ロボットなど
成長市場をターゲットに事業展開を進める
（2022年3月24日リリース）

■バイポーラ型鉛蓄電池の開発

バイポーラ型鉛蓄電池イメージ

• 古河電気工業と共同で、1枚の電極基板の表と裏に
それぞれ正極と負極を有する「バイポーラ型鉛蓄電池」
を開発
（2020年6月9日リリース）

• 安全性やコスト、リサイクル性などを特徴に、再生可能
エネルギー市場での拡大を目指す



© 2022 Furukawa Battery 6

02 2025中期経営計画



2025年度に向けた経営環境
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▮サステナビリティへの対応が求められる中、拡大する再生可能エネルギー市場の攻略が重要となる

• 新型コロナウイルス感染症、世界的な
政治混乱、資源・半導体不足など
不透明な先行きの継続

• SDGs達成やESG対応に向けた
取り組みへの要請の高まり

社 会

• リチウムイオンがけん引し、グローバルで
年率15%成長（鉛電池：年率2%）

• 成長の牽引は海外市場

• 再エネなど脱炭素関連での需要が急増

電池市場



2025中期経営計画の基本方針と重点施策
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▮サステナビリティ視点で事業を強化し、広がるお客様ニーズにお応えすることで企業価値を向上する

基本方針 重点施策

SDGsの目標達成に貢献する
グローバル戦略の推進

• パートナー戦略を再構築し海外での持続的成長の基盤をかためる

• SDGs視点で価値提供を拡げ海外ビジネスを推進する

基幹事業である
鉛電池事業での収益向上

• バイポーラ型鉛畜電池や高温耐久性電池などの新製品投入、生産性の改善といった
原価低減活動などを通じ、鉛電池事業の収益向上に取り組む

次世代電池を含む新製品開発と
新しいソリューションビジネスの立上げ

• コスト競争を視野に入れた次世代電池や新製品の開発を進める

• ESS (エネルギー・ストレージ・システム） など脱炭素ソリューションビジネスに挑戦する

サステナブル経営のための
人材育成による革新力の蓄積

• 人材育成ロードマップとキャリアパスの整備による計画的リーダー育成に取組む

• リーダー層の多様性推進に向けた育成プログラムを整備する



基本方針とマテリアリティ（重要課題）
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▮中期経営計画基本方針では、事業を通じてマテリアリティに取り組み社会課題の解決を狙う

脱炭素社会
実現への貢献

循環型社会
の推進

環境配慮型
製品の提供

強靭なインフラ
構築への貢献

技術・研究開発
の推進

人権の尊重
ダイバーシティ

の推進
人材育成の推進

サステナビリティのためのオペレーション改善

サステナビリティのためのイノベーション推進

オペレーション改善とイノベーション推進のための人材力の強化

古河電池のマテリアリティ8項目 2025中期経営計画の基本方針

基幹事業である

鉛電池での収益向上

SDGsの目標達成に貢献する

グローバル戦略の推進

サステナブル経営のための

人材育成による革新力の蓄積

次世代電池を含む新製品開発と

新しいソリューションビジネスの立上げ

サステナビリティ



2022年度
見 込

2025中期経営計画 数値目標
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売 上 高

営業利益

営業利益率

ROIC

（億円）

（億円）

（％）

（％）

628

32

5.1

6.4

2021年度
実 績

700

24

3.4

4.5

830

55

6.6

8.0

2025年度
計 画

▮2025年度売上高830億円、営業利益55億円（6.6%）を目指す

…

鉛LME価格

鉛建値

為替

（US$/t）

（千円/t）

（円/US$）

2,205

317

113

2,300

336

120

2,100

291

110

前提



2025中期経営計画 売上高・営業利益
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売上高

645 
600 

628 

700 

830 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 … 2025年度

実 績

（単位：億円）

実 績 実 績 見 込 計 画

営業利益

33 

44 

32 

24 

55 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 … 2025年度

実 績

（単位：億円）

実 績 実 績 見 込 計 画

当社推定
鉛電池世界市場伸長

2%/年

5.1%

7.3%

5.1%

3.4%

6.6%

売上高
営業利益率

▮鉛蓄電池は年間2%の市場成長が見込まれるなか、7%の売上成長を狙い、
2025年度売上高830億円、営業利益55億円を目指す



2025中期経営計画の事業戦略
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▮事業成長を目指し、既存事業の強化・海外市場の攻略・新規事業の創出にチャレンジする

• バイポーラ型鉛畜電池本格導入による
鉛蓄電池の競争力強化

• 原材料価格・為替変動に対する対応力強化

• リチウムイオン電池事業の本格立上げ

• 自動車用高温耐久性電池の開発などによる、
海外市場での拡販

• パートナーシップによる産業事業の海外進出

• 既存出資先の有効活用

• ソリューションビジネスに向けたESS事業立ち上げ

• 新事業への展開を見据えた次世代電池開発

既存事業の強化 海外市場の攻略

新規事業の創出



バイポーラ型鉛蓄電池の量産化

© 2022 Furukawa Battery 13

▮お客様とのコミュニケーションをこれまで以上に重視しながら丁寧に製品化し量産につなげる

事業拡大製品化開 発

• バイポーラ型鉛蓄電池を、独自のメタ
ル・ポリマーの素材力を持つ古河電
気工業との共同で開発した
（2020年6月9日リリース）

• お客様の声などを基にした設備投資
を実施し、供給能力の拡大を図る

• 目標：2025年度 売上高 30億円

• 佐賀県上峰町と九州電力グループ
様によるプロジェクトに協力
（2021年12月24日リリース）

• 再生可能エネルギー関連市場などの
お客様のご要望に寄り添った製品に
仕上げる

これまで 2025中期経営計画



ESS（エネルギー・ストレージ・システム）事業の立上げ
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▮「電池メーカー」から事業領域を拡大しシステム事業を立ち上げ、ソリューション事業への布石を打つ

ソリューション事業システム事業電池販売

• 再生可能エネルギー用途を中心と
したシステムベンダーに対して、
サイクルユース鉛蓄電池を供給する

• お客様の事業所などにクラウドによる
EMS（エネルギー・マネジメント・
システム）をご提案する

• 保守やコンサルティングなど、サービス
分野へ事業を広げる

• 再生可能エネルギー発電モジュール
やパワーコンディショナー等をシステム
化する

• バイポーラ型鉛蓄電池など自社電池
の特徴を活かしたシステム構築する

• 目標：2025年度 売上高 5億円

これまで 将 来2025中期経営計画



2025中期経営計画スローガン
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昨日の意識じゃ、明日はこない。
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古河電池は、社会的価値と経済的価値の両面から社会課題に向き合い、

お客様と社会に寄り添うサステナビリティ経営を実践し

本業で培った技術とノウハウを活かしながら企業価値の向上に努めてまいります。

今後も健全性・持続可能性をいっそう高め

SDGsを達成し、サステナブルな社会の実現に挑戦します。



将来情報についての注意事項

本資料における当社および当社グル－プの今後の計画、見通し、戦略等の将来情報に関する記述は、当社が現時点で

入手可能な情報から合理的であると判断する一定の前提にもとづいており、実際の業績等の結果は、想定と大きく異なる

可能性があります。これら将来情報に関する記述には、多様なリスクや不確実性が内在しており、主要なものとして以下が

挙げられますが、これらに限られるものではありません。

・為替相場の変動による影響

・主要製品に使用される原材料の価格変動

・海外における政治的および社会的リスク

・取引先の業績悪化等

・大規模災害（地震や風水害などの自然災害、伝染病・感染症の流行）等の影響

なお、本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。

（注）当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は「日本会計基準」を採用しています。

年度表記について、19年度は2020年3月期、20年度は2021年3月期（以下同様）を表しています。
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